








































た。理学部の同級生で、きれいなボーイソプラノの持ち主 彼に誘われて金沢大学の混声合唱団に入部、私はついに卒業時まで籍を置く羽目 、一方彼は夢 求めて教養課程を修了すると、日本航空のパイロット養成大学に進級していきました。その後も度々親交を温め、互いに将来を夢見、 共 生涯の希望を語り合 るはずでしたが、 昭和四十七年六月十四日、 インドのニューデリー空港の郊外 て着陸に失敗し、彼は副操縦士として その短い生涯を終えた です。私の結婚式の司会をし、フライト 日程 変更してし った偶然 ような別れ 繋がってしまったことが、私には最もつらい、忘れえぬ思い出で そ 後、 は企業 研究所で年 を重ね 時には妻の実家の金沢へ出向く事はあっても金沢に強く思いを寄せたことはあり せんでし 。金沢大










































































































































































































































































































































史においては、学問の伝統を守りながらも、時代時代の社会が必要としたことにも応えてきました。言わば、持続と適応を軸 して、改革がなされ発展してきたと言えます。諸君が生き抜く二十一世紀の今、私たちは、資源、エネルギー、食糧、人口、気候、環境などの、これまで人類が経験したこと 無い、地球規模での問題に直面しています。同時に、グローバル化の進む国際社会にあっては、民族の対立、国家間の政治経済の衝突など 様々な問題 生み出されています。国内 急速に進む少子高齢化 地方文化の衰退、世代間の断裂など、解決すべき問題が山積しています。こ ように 私たちを取り巻く情勢は 大きく変化しつつあります。この中で、社会のための大学の役割は よいよ大きく、複雑な問題の解決には、これまでの学問領域の枠組みを超えた、幅広い知識と、それを活用する能力を養うことが求められています。　
これに応えるべく、金沢大学では「三学域・十六 類」という新たな教育組織を整えました。











は直感によりもたらされてきました。直感は 専門知識に深く裏打ちさ た教養から生み出されるものと、確信していま 。学問は分析から統合の時代へと動きつつあります。どうか、諸君は、主体性をもって、幅広く深い教養を身につけ、高度な専門を学び、自己の中でこ らを統合し、課題解決のための「総合力」を高める努力を惜 まないようにして下さい。そうすることにより時代の洞察、知 創造 重要なセンスとも言うべき「 力」が育まれることでしょう。　
フランスの偉大な細菌学者パスツールは「幸運の女神は、準備された人の心にの 訪れる」と


















ついて「真理の探究に関わる基礎研究から技術に直結する実践研究までの卓越した知の創造につとめる」と定め幅広い研究を目指しています。研究の根幹は、これまで各々が培ってきた学問的研鑽に加えるに更なる専門的研鑽から生まれる個々の知的好奇心・探究心 あり、皆さんは、自由な発想で、興味・関心 赴くままに研究を行って下さい。そこでは今まで以上に主体的に学ぶことが必要 なり、全身全霊、自分を信じ全てのエネルギーを注ぎ込んで下さい。幸運 女神は必ずや訪れるこ でしょう。 発見における感動は自己をして更なる発展の原動力となる しょう。歴史は、若いエネルギーが人生最高 素晴らしい成果 生むことを教えています。　
皆さんは、ご存知かと思いますが「守破離」という言葉があります。守は守るの守、破は破る




























も自然及び社会に対する理解を深め、文化を育んできた。研究と教育を預かる大学は 知の創造と人材の育成 もって世代を繋ぎ、社会の形成と発展に貢献してきた。そして今や世界 国家枠を越え多くの人々が地球規模で共働する時代を迎え いる
｣ 。本日を諸君の人生の大きな区切
りとし、今一度我が大学の大学憲章前文 思い起こし、自ら 学生生活を振り返り、これからの人生への新たな決意を固めて頂きたく思いま 。幾多の教 を受けた師や、 もに学び競った友、挫折や絶望 淵で支えてくれた人々、磨かれ 学問、自ら 誇り、希望、夢、そういった事柄の豊かな蓄積が己を動かす原動力であることを認識して下さい。特に「あなた方一人一人の心に刻み込まれた一言」 、それは人生 宝物とし 大切に　
皆さんは四月から社会人として、あるいは大学院生として人生の新たな一歩を踏み出します。
今年は二〇〇九年、二十一世紀に入って九年目 す。人類は資源・エネルギー、食糧、人口、気候変動、地球温暖化など、地球規模の問題に直面しています。こ らの 題 グローバル化の
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在の先進国が享受している生活を維持することを前提 し、今 文明を基準とするものです 言い換えれば、各国の温室効果ガス排出量削減のため 政策や施策 如何ほどの違いがあるわけではなく、その行き着く先は、グローバリゼーションによる単一な社会の現 です。今こそ、しばし立ち止まって、文化の多様性に価値を見いだす時代であるということに思いを致 ことです。
1　金沢大学入学宣誓式、学位記・修了証書授与式告示
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言葉、 「寺町まっすぐ」 、 「寺町まっすぐ」の精神で進んで頂きたい。
　
角間キャンパスでは草木が芽吹き、宝町・鶴間キャンパスから望む犀川源流の山々はわずかに

















歩を踏み出します。博士号を得られた諸君は アカデミアの世界あるいは高度専門職業人の世界において、新たな各々の頂きを目指して登り始めることになります。金沢大 で培った知の力、人としての力に自信を持ち、矜持を持って前途を切り拓かれんこと 切望いたします。二十一世紀は知識基盤社会であり、諸君の活躍が大 に期待され ところであります。　
私はこの新たな旅立ちに際し、諸君に共通の課題を提起したいと思います。科学の進歩は そ
の技術応用を通じ 生活の質を大いに改善し、科学と社会の在 方の距離が非常に近くなり した。 科学の新たな発見が実用化される 要する時間はこの二百年間に驚くほど短くなってい十七世紀までは百年以上かかり 十八世紀においては約百年でしたが 二十世紀初めには約三十
26
年となり、一九七五年にはわずか三～四年になりました。近年特に短縮され、例えば新たな発見の携帯電話への応用など、一年以内に実用化された場合もあります。過去においては、発見から実用までの期間が十分に長い故に、新しい科学技術のもつ社会的倫理性、人類を含む全ての生物あるいは地球環境に対する影響については、時間の中で好むと好まざるとに関わりなく検証されてきました。しかし がら今日のよう 、短時間での実用化があり得る時代においては、このような時間が許されていません。それ故に 研究者自らが、自ら 研究の倫理的側面を考えるとともに、自らの研究成果の行方を注意深く見守ることが求められています。是非とも、このことに思いをいたし、責任を持って 動して頂きたいと思 ます。　
十九世紀後半の重工業の発展とともに開かれた工業文明は、 「利便性」や「豊かさ」を実現し






















日本で三番目に古い歴史を持つ大学といえ 一九四九年に当時の第四高等学校 師範学校、工業専門学校、医科大学の歴史を引き継ぎ、新生の総合大学として設立されまし 。以来、 「社会のための大学」 、 「 生のための 」と て、八学部・二十五学科・課程を有する大学へと発展してきました。平成十六年の法人化に伴 大学の理念と目標を「金沢大学憲章」として定め、自らを、 「地域と世界に開かれた教育重視 研究大学」と位置づけました。そして目標実現の第一歩として 昨年四月、これまでの八学部・二十五 科・課程を再編成し、 「三学域・十六学類」の教育組織を構築し 諸君はこ 域学類制 第二期生ということになり　
学域学類制は、複雑かつ高度化する社会の要請、更に時代を敏感に先取りする学生のニーズに
応えようとするものです。人間社会学域や理工学域に入 した諸君は、一定期間の共通教育と専門基礎教育を受けた後、各自の進みたい分野・コースを選んでいくこと なります。医薬保健学域に入学した諸君は、進路は既に決められていますが チーム医療という視点に基づいてつくられたカリキュラムで学ぶことで、それぞれが質 高い医療人として って くこ が期待されて
1　金沢大学入学宣誓式、学位記・修了証書授与式告示
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います。更には、学生諸君自らが自らの将来を考え、主体的に履修計画を立てることができるようにと、 「主専攻・副専攻制」を設けました。諸君には、この新しい学域・学類制を実感し、自らの明日を目指し、情熱を持って学んで頂きたい 問題や不満があれば、私や副 長をはじめとした教職員に、躊躇することなく話して下さい。金沢大学の学域学類制は我が国の大学における学士課程 育の活性化を目指す 新たな試みです。こ 新しいモデルを実りあるものとしていくための営みに、諸君の積極的な参加 願 います。　
諸君は今、未来への期待で満ち満ちていることと思います。大学生活が高校の延長ではないこ


































の種の一つとして不変の外観を遠い将来にまで伝えるものはないであろう、と推論して差しつかえない」と書いています。この言葉は、今は永遠 はないということ り、我々の生き方に大きな示唆を与えて るように思います。智慧を最大限に発揮し 自らを進化させる学生生活を過ごして下さい。　
現下の社会は、アメリカでのサブプライムローン問題に端を発した百年に一度とも言われる未
曾有の経済危機に見舞われ、混沌に満ちています。それまでの価値観が崩壊する混沌の社会が大きな革新を生むことは歴史が示して ます。一九二九年の世界大恐慌後 十年 見ますと、その間に、その後の世界を大きな躍進に導いた科学技術・社会システムが開花しています。細菌感染症治療 革命をもたらした一九二九年 ペニシリンの発見、次いで、素材革命をもたら たナイロンの発明、電子顕微鏡やレーダーの発明 続き、一九三八年 は蛍光灯の制作に成功していす。我が国では一九三三年、小型ガソリンエンジンの研究が開始され、自動車産業の今日 隆盛
32
に至っています。このように、百年に一度の未曾有の経済危機は百年に一度のビッグ・チャンスの時代でもあり 諸君の新しい価値観に基づく、創造への時代であります。諸君の学生時代となる今後の数年間、世界では「 」に基づく大きな発明・発見・技術革新が引き起こされることでしょう。「この国には何でもある。本当にいろいろなものがあります。だが 希望だけがない」 、これは村上龍の小説『希望の国のエクソダス』の少年ポンちゃんの言葉です。生きるには希望という羅針盤が必要です。諸君は世界を刮目し、新し 価値観 基づく「希望に満ちた」世界の構築に参画すべく準備を整え、構築に参加して頂きた 。　
金沢大学が位置する金沢市は、加賀前田藩の城下町として栄え、天下の学問の府としての長い


















































































以来、我々の心に連綿として宿っている和の精神は、チームワークとして世界的に高く評価されているところです。近年、チームワークや武士道は日本 が見過ごしている強みとも言われています。自然 の関わりにおいては西洋とは異なり、ヒトと自然は対立するものではなく、ヒト自然は互いの調和 上に生きて るという独自の自然観を育んでいます。さらには、大正期から昭和にかけ 活躍した文明評論家、長谷川如是閑が、ギリシャの「頭脳 文明」に対比して「手の文明」と呼んだように、我々はものづくりで優れた能力を持ち合わせており 。また、ものづくりに秀でた人を尊敬する文化を持っ ます。皆さんにおいては日本文化に一層の想いを致し、グローバル 活躍していただきたく思います。　
現下の世界は一昨年九月十五日のリーマン・ブラザーズの破綻を契機として一気に進行した世























































課程を有する大学へと発展してきました。この間、私たちは、社会のための大学とは何か、という問いを、常に自らに投げかけ、その集大成として、大学の理念と目標を「金沢 憲章」として二〇〇四年に定めました。憲章の中で、自らを、 「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」と位置づけ、目標実現の第一歩 して、一昨年四月、 れまでの八学部・二十五学科・課程を再編成し、 「三学域・十六学類」の教育組織を構築しました。諸君はこ 学域学類制 第三期生ということになります。　
金沢大学の学域学類制は我が国の大学における学士課程教育の活性化 目指す、新たな試みで






































一般科目、総合科目、言語科目、情報処理科目等、様々な教育プログラムを準備しています。さらに、 「金沢市中心部での街中講義」や能登半島に教育研究の拠点、 「能登オペレーティング・ユニット」を設け、新たに環境教育を精力的に開発しつつあります。また 教養を涵養する上で諸君に是非読んで頂きたい本を、 この壇上に並んでおられる各学類長から推薦していただきました。是非、全部を 破して下さ 。欲を言えば、トルストイの『戦争と平和』などの重厚な書物をも恐れずに読むことを勧めます。日々の生活も教養の涵養には大切なこ で 金沢大学には八十余りのサークルがあります。文化やスポーツ等の課外活動を通じ、友情を んで下さい。外国人との交わりも重要です。金沢大学は「東アジアにおける知の拠点」として現在アジアを中心にリエゾン・オフィス
（海外事務所）
を設け留学生の増加を図っています。是非、外国に出かけ、また、










歴史や環境を基礎として生まれます。諸君はこれまでの各々の関心や興味に基づき、金沢大学を選び、本日の姿があるのであり しょう 明日から始 る大学生活での学びは、今までの関心や興味を一層強くすることが期待されます。一方、迷いが生ず かも知れません。いずれにしましても、深い教養が専門の学びを先導し、 た、創造力の原動力となるであり しょう。もう一つ大切なことは人生の師との出会いです。私自身の過去を振り返る時、迷いが生じた時にこそ、一生の師とする人に遭遇するように思われます 赤痢 原因菌を発見した志賀潔先 は、 「先人の跡を師とせず、先人の心を師と べ 」 述べら した 金沢大学には千人余の優 た教員がいます。諸君が新たな学 の世界を歩んで行く中で人生の師と出会うことを念じて ます。　
諸君が生きる二十一世紀の今、資源・エネルギー、食糧、人口、地球温暖化、環境など、これ













































れを教養と言いますが、そのような力を今 で以上に養って頂きたいと思います。学問や研究の本質は個人の関心と興味にあります。個人の関心と興味は各自の生まれてからの歴史や環境が基礎となっています。 諸君はこれまでに培った関心と興味に基づき、 本日の姿があるのう。今から始まる大学院生活において、 今 での や が一層強く深くなるよう期待します。一方、迷いが生ずるかも知れません。 ずれ しましても、深い教養が 身 先導し、創造への原動力となるでありましょう　
第二には人生の師との出会いです。赤痢の原因菌を発見した志賀潔先生は、 「先人の跡を師























































未だ終息せず、地域住民に多大な影響が出ております。現在、地震の被害があまりにも広く、大きく、事態は未だ混沌としていますが、被災された方々が一刻も早く日常の生活にもどられるよう願っております。石川県では四年前 能登半島地震が発生し、多くの学生や教職員が復旧に参画し、被災された方々の心身両面にわたる不安感を共有し、必要に基づいたきめ細かい支援の大切さを実感しました。このような経験 踏 え、本学とし も 今回の地震からの復興に、最大限の助力 する覚悟でおります。　
さて、皆さんが過ごした学生時代はいかなる時代であったかを思い起こして下さい。昭和が平














足の学者と二本足の学者とに分ける。新しい日本は東洋の文化と西洋の文化とが落ち合って渦を巻いている国である。…時代は二本足の学者を要求する、東西両洋の文化を、一本ずつの足で踏まえて立っている学者を要求する」と述べています。日本は東洋の足と西洋の足の二 の足で歩かねばならないと うことでありましょう。それから丁度百年、我が国は、日本 を残しながら、西洋の足に重きを置きつつ、見事 西洋の文化を取り込んで発展してきました。そして今、西洋文明の一つ 極限であ 二十世紀型工業文明が転換期を迎え新たな文明 土台
（文化）
が模























ば「情報とコミュニケーション」であ とも言われています。去る一月二十四日のモスクワ空港での自爆テロの現地映像は、 メディアより早く、 ネットを介して世界中に伝わりました。 また、 チュニジアでの大統領追放劇に端を発した、昨今の中東・北アフリカにおける民衆の原動力は、ネットを介した情報の発信と共有でした。このように、皆さんは情報共有の世界同時性という これまで人類が経験したことがない世界を歩む と なります。今まで金沢大学で培ってきた全てを礎にパラダイムシフトに参加し 下さい。明るい未来を自ら構想されんことを期待します。　
皆さんはすでに御存知かと思いますが、一八六二年に始まる加賀藩種痘所を源流とする母校金
























だに収束していません。現在、地震の被害があまりにも広く、大きく、原発事故と相まって、事態は未だ混沌としていますが、被災 の方々の復興に向けたつち音は、時とともに大きく聞こえてきます。本学 しても 医師・看護師派遣、救援物資の送付、放射能汚染土壌の分析など、今回の地震からの復興に、本学の持てる力を精一杯尽くしています。今後も、力の限り 助力をする覚悟でおります。また、本日ここに集う新入生 皆さんにも、ご家族・親族が直接・間接 被災された方が られると思います。大学は、今回の地震の影響を受けられ 学生の皆さんには最大限の支援をいたし　






















































団の協力を得て、全国的にも未だ珍しい大学の組織的海外インターンシップを実施しました。このように、留学生受け入れだけではなく、皆さんが海外でバーチャルではない世界を体験できる機会 提供 努力して 皆さんの積極的な参加を期待しています。　　
大量生産、大量消費を特徴とする、これまでの二十世紀型工業文明は終焉を迎えようとしてい







れらを皆さんに指し示すのは教養であります。地球上に生命が誕生してから三十億年、ホモサピエンス誕生から二十万年、皆さんが生まれてからの年数といった時間軸、また、個人、家族、社会、国家、世界といった空間軸 この時間軸と空間軸 交差を深く考え、自身の位置付けができる力、私はこれ 教養といいます　
皆さんは教養を身につけ、自分が何をやりたいかを見つけねばなりません。皆さんのこの様な




リングや二十一世紀型里山作りなど、環境 キーワードとした教育研究活動に積極的に参加して下さい。 日々の生活も教養の涵養 は大切なことです。 また 文化やスポーツ等の課外活動 通じ、
1　金沢大学入学宣誓式、学位記・修了証書授与式告示
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いたしました。 当時、 日本ではまだ使われていなかった研究手法を求めて留学したわけです。 実際、研究成果を留学で得る事ができました。更に大きな成果は、研究、思考、生活、あらゆる点において文化の違いを体験したこと、人とのつながりができたことでした。僅か一年でしたが、その後の研究生活、人生において大きな指針を与えてくれたことは間違いありません。確かに、今は、外国でなければ出来ない研究はほとんどない ありましょう。しかしながら 異文化を五感で知ること、友を作ること、それは何物にも増して価値 ることです 異文化の体験と、人との出会いは、新しい知の創造、融合知の創造に極めて大きな威力を発揮するはずです。　
英国における産業革命を起点とする二十世紀型工業文明は終焉を迎えようとしています。皆さ






















































価を受けるかは、皆さんの社会における活躍にかかっています。学域学類制をさらに進化させるべく、この四月 ら大学院を改編する予定です。皆さんには学域学類制での学びについて、また社会でこの新教育体制が如何に機能しているかに関して、是非御意見を大 に寄せて頂きたい。それが皆さんの母校をより発展 せる最善の方法と思ってください。　
さて、皆さんは四月から社会人として、あるいは大学院生として人生の新たな一歩を踏み出し












旧石器時代に描かれたスペインのアルタミラ洞窟壁画、フランスのラスコー洞窟壁画に高 芸術性を見いだします。時代を超えて人々が愛し保存してきたも 、彫像、絵画 音楽等々に、今に
74
















































































































































































の医療支援や心のケア、放射性物質を扱う専門家による汚染調査や汚染除去、地震の専門家としての情報発信や防災立案、学生の活力・奉仕精神が発揮された被災地でのボランティア活動、そして、救援への募金活動などであり す。皆さんの中に これらの活動に参加された方がおられることと思います。今後とも、被災さ た方々の思いを大切 し、皆さんとともに復旧・復興に積極的に参加いたしたく存じます。そのような活動 通じて、日本という社会 、皆 んの心に、新しい世界観が芽生えて来るものと信じています。　　
かつては大学に入学し、卒業することは豊かさを保証するものであり、また、豊かさは比較的
明確な形で私たちの前 ありました。特に、白黒テレビ、電気洗濯機、電気冷蔵庫を三種の神器とした一九五〇年代後半から一九六〇年代前半 第一次高度経済成長期、三種の神器がカラーテレビ、乗用車、クーラーとなった 半ばから 九七〇年代前半 第二次高度経済成長期の頃。その時代 大学を卒業することは豊かさへの手形であり、社会が、国民一人一人に「自
1　金沢大学入学宣誓式、学位記・修了証書授与式告示
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造〉の三つのキーコンセプトの下、本学のアイデンティティを具体的な姿 て確立するべく事業を展開してきました。三 前、 二〇一 年には金沢城公園に 「金沢大学誕生の地」 の石碑を据え、一昨年、二〇一一年には彦三種痘所の故地に「金沢大学発祥 地」の石碑を建立しました。石碑
86
は、金沢大学濫觴の証しを後世に向けて伝え続けます。また、昨年五月三十日には金沢大学創基百五十年式典を挙行いたしました。　






あること自体が、すでに『社会のため』 大学となることであり、私は そのような時代においても金沢大学が光り輝くことを確信しています」と申しました。本年 創基百五十年記念事業の締めくくりとして、 キャンパスに、 「学問の木」 、 「大器晩成の木」と称される楷の木を植樹します。光り輝く金沢大学を見守る大樹に育ち 皆さんを迎えるこ しょう。　
現下の金沢大学は「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」を基本理念として、 「東アジ


























沢大学は地震直後から様々な支援活動を行って来ま た。附属病院の医療支援や心のケア 放射性物質を扱う専門家による汚染調査や汚染除去、地震の専門家としての情報発信や防災立案、学生の活力や奉仕精神が強く発揮された被災地 のボランティア活動などであります。今後とも皆さんとともに手を携えて復旧・復興に力 尽くしたく存じます。　
さて、皆さんが入学された金沢大学は、 「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」を基本

























金沢市に位置しています。都市としての金沢 の一向宗徒による一五四六年の尾山御坊の建立に始まります。その後一五八三年、今から丁度四百三十年前に、加賀藩祖前田利家公が金沢城に入城して以来、城下町として栄え、天下の書府として長い歴史のある町です。戦禍を免れ、また、自然災害も極めて少なく、歴史ある街並み、伝統工芸、伝統芸能 息づいている「歴史都 」です。その歴史の中で、金沢は近代の日本の学術をリードする偉人を輩出してきました。幾人か示しましょう。 『善の研究』の西田幾多郎、 「雪は天 送 れた手紙」と述べ 中谷宇吉郎、ア
90


















面しています。また、我が国においては、本年に入り情況は幾分変わりつつあるよう 見受けられますが、一九九一年頃から現在 至るまで 二十年以上に渡って経済が低迷しており、失われた二十年とも言われている状態にあります。東日本大震災からの復旧・復興も重い課題であります。これらの事象を鳥瞰するならば、大量 産・大量消費を特徴とするこれまでの二十世紀型工業文明は、少なくとも今日の日本においては、世界に先駆けて終焉を迎えているといえるで りましょう。新しい文明の創出には、認識・思考・ 観の大転換、パラダイムシフト 求められ、深い教養こそが、大転換期における自己 「立ち位置」を指し示します。教養は、 た、学問の飛躍に於ける直感の源泉でもあります。　
地球上に生命が誕生してからの三十億年 ホモサピエンス誕生から二十万年、我々・皆さんが























「幸運の女神 、準備された人の心にのみ訪れる」 。これは、フランスの偉大な細菌学者パスツールの言葉です。このことを肝に銘じ、友と 出会いを大切にし、志高く学びの世界を歩み、新たな知を創造されんことを期待します。　
本年、創基百五十年記念事業の締めくくりとして、キャンパスに「学問の木」 、 「大器晩成の木」







The Best Thing in Life is a Friend
Maria Elena Najera
One of the best things about life is friends. 
You find them wherever you go.
Friends are essential 
because they help bring out the best in you.  
When they see your worst, they still care.
They just accept.
Friends are the stars in your happy memories.  
In your sad memories, 
they are the shoulders you leaned on 
and the hearts that listened.  
They just care.
Friends help you in your times of need.
When things are going smoothly,
they are content to be your friend. 
They just know.
Friends help create all your fun times,
always there to spread laughter and joy.
When you need tears, 
friends provide these, too. 
They just understand.
You, my friend, are all of these.
And most of all, when you need it,























の研究大学」と定め、 「東アジアの知の拠点」として世界に貢献する、と謳っています。本日を皆さんの人生の大きな区切りとして、今一度、我が大学の大学憲章を思い起こし、自らが学んだ大学をしっかりと認識し、学生生活を振り返り、これからの人生への新たな決意を固めて頂きたく思います。幾多の教えを受けた師、ともに学び競った友、挫折や絶望の縁で支えてくれた人々、共に喜び・悩んだ友、磨かれた学問 異文化社会におけるインターンシップ、社会での活動 クラブ活動、友と語った夢・希望、そういった事柄の豊かな蓄積が己を動かす原動力であることを認識して下さい。特に「あなた方一人一人の心に刻み込まれた一言」 それは、失恋の慰め 絶望の淵での励まし、成功の祝い 議論における痛烈な批判かも れません。人生の宝物として大切にして下さい。人生のその時々に 皆さんを励まし、勇気を与えてくれるに違いありません。　
皆さんは四月から社会人として、あるいは大学院生として人生の新たな一歩を踏み出します。










































ルの言葉です。私は、 「チャンスは全て 人に平等に訪れるが、 準備された人のみが捕らえられる」と解釈していま 皆さんには是非、 「準備された人」とし 成長されんことを期待して ます。本日卒業される皆さんに、グローバル大学として発展しつつある金沢大学を代表してエールを送ります。
100
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herever you are, never fail to keep a strong identity of yourself in w
hatever you 
do.
I hope you all go and m
ake an im



















県内自治体ならびに経済団体、さらには関係大学並びに諸機関から多くの方々のご臨席を賜り、金沢大学学域学類発足の記念式典が挙行できますこと、本学にとって大変めでたく、心から慶びとするところです。今日 至るまで学内はもちろんの 学外の 係各位には大変な 協力頂いてまいりました。心からの感謝と御礼を申し上げます。　
大学は学問の府であると同時に、社会のための大学を、その存在理由としております。大 の







































































“University for the Sake of Society”






①  Ladies and Gentlemen, now you have heard the keynote 
speeches from the top administrators of leading Asian uni-
versities.  Their speeches reflect rich background of each 
speaker's respective culture, and observations and sugges-
tions from international point of view.
Thank you, Dr. Xu of Peking University, Dr. Kim of Pusan 
National University, Dr. Nhuan of Vietnam National Univer-
sity Hanoi, and Dr. Angkasith of Chiang Mai University.  As 
the host university, we are extremely honored to have heard 
your first-class speeches, and I would like to extend my great-
est appreciation.  Now you may be feeling a little exhausted, 
but please listen to me for a while.
Well, during the various events in celebration of our 150th 
anniversary, I have been constantly thinking of “What is 
the university?” and “For whom does the university exist?” 

































② In this world, we cannot live without interacting with oth-
ers. Any achievement of human beings is based on inter-hu-
man relationships, and universities are no exceptions.  That is 
to say, if someone asks “What is the Raison d'être of universi-
ties?”, the reply from almost all universities around the world 
would be, “We exist ‘for the sake of society.’”  
③ But what justifies this reply?  It is the “succession and 
creation of knowledge.” We can say that the “succession and 
creation of knowledge” is “for the sake of society,” and itself 
is the “intrinsic value” of universities. 
④ The foundation of this “intrinsic value” is the succession of 
knowledge through education and the creation of knowledge 
through research. Although the “intrinsic value” exists a pri-
ori inside universities, vigorous education and deep research 
are required for its shining out brilliantly.  










⑤ Well, I myself entered university in 1962.  Since then, 
almost half a century has passed, and during this period, so-
cial expectations toward Japanese universities have greatly 
changed.  I offer you an example.  Back then, it was consid-
ered “ridiculous” for Japanese universities to do joint re-
search with commercial industries.  But today oppositely, it is 
“ridiculous” if Japanese universities are not engaged in this 
kind of research.  
⑥ In Japan, the Basic Act on Education （Article 7） defines 
universities as educational institutions that are “the core of 
scholarly activities.” And it also says “universities shall culti-
vate advanced knowledge and specialized skills, inquire deep-
ly into the truth and create new knowledge, while contribut-
ing to the development of society by broadly disseminating 








⑦ In accordance with this spirit, today, it is “for the sake of 
society” that universities should conduct research which is 
directly connected to innovation and useful to society.  There-
fore universities are also expected to provide development of 
human resources for that purpose.  These may be considered 
the “instrumental value” of universities. 
⑧ In order to actualize this “instrumental value,” Kanazawa 
University is presently incorporating career education and 
ethics for business workers in our educational curriculum, 
mainly through internship programs.
⑨ Currently, there are 778 four-year universities in Japan, 
and 86 of them are national universities.  They are actually 
national university corporations, to be precise, but I will call 
them national universities for convenience.  




⑩ In Japan, national universities have historically played spe-
cific roles.  For 40 years, since the foundation of Kanazawa 
University in 1862, national universities were expected to be 
a distribution board of western educational system and scien-
tific technology. Today, what is expected of national universi-
ties has greatly changed. National University Corporation Act 
（Article 1） in Japan says, among the responsibilities of national 
universities are equal opportunity in higher education, promo-
tion of highly advanced research, systematic bringing up of 
school teachers and medical doctors, and the succession of ba-
sic academic disciplines which attract few students but must 
be maintained according to national standards.  Through 
these operations, universities can fulfill their responsibilities 
“for the sake of society.”
⑩日本では歴史的に、国立大学には特定の役割が課せられていました。本学の礎石が置かれた一八六二年からほぼ四十年の間、国立大 は西洋の学術と科学技術を受け入れる配電盤としての機能が求められていました。そこでの教員は、西洋の知識や技術を学び、それを教授し、そこ 教えを受けた学生は全国の高等教育機関の 員として、また、国家公務員 広く国民の や技 指導に当たってきました。しかし、今 、 立大学への期待は大きく変わりました。国立大学の役割は、 「大教育研究に対する国民の要請にこ えるとともに、我が国の高等教育及び学術研究 水準の向上 均衡ある発展を図る」
（国立大学法人法第一条）
ことであります。曰く、




⑪ Now then, universities cannot exist independently and 
apart from their community.  This was already discussed 
150 years ago.  In 1855, seven years before the foundation of 
Kanazawa University, Louis Pasteur, who is well known as 
the Father of Microbiology and the developer of pasteuriza-
tion and vaccination, was appointed, at a young age, the Dean 
and professor of Lille University of Science and Technology 
in France.  Regarding this appointment, the Minister of Edu-
cation wrote to the President of Lille University.  In this let-
ter he said, “Pasteur must guard against being carried away 
by his love for science, and he must not forget that the teach-
ing of the faculties, whilst keeping up with scientific theory, 
should, in order to produce useful and far-reaching results, ap-
propriate to itself the special applications suitable to the real 
wants of the surrounding country.”
Daily activities of universities have evolved remarkably in 








しています。しかし、その根底にある「社会のために」と う大学の存在理由は、時代時代の要請に基づき「内在的価値」と「手段的価値」とのバランスをとりつつ、変わるこ なく今日に受け継がれてきました。それは将来にわたり変わることがあってはなりません。我々は異なる風土と異なる文化の中で存立しておりますが、大学の責務は共通していると感じるところです。⑫本日のフォーラムにご参加い だいた国々は、お互いの時差は二時間以内、お国の首都間を飛行機で移動すれば、 三～六時間という近い距離にあります。また、モンスーン、稲作文化、照葉樹林帯、仏教と、すべてとは言えませんが、共通 文化背景 持っおります。しかし、そこに住む人々 生活習慣や思考の仕方など、それぞれの文化は明らかに異なっています。
as the existence “for the sake of society” has succeeded to 
this day without any change, because universities have made 
efforts to maintain a balance in their “intrinsic” and “instru-
mental” values in accordance with swinging social expecta-
tions.  This should not be changed in the future, too.  In this 
sense, although we may exist in different environments and 
cultures, I feel that we share the same responsibilities as uni-
versities.
⑫ All the nations of the members participating here in to-
day's forum are within two hours of time difference and our 
capital cities are within 3 to 6 hours' flight of each other. 
Moreover, as you know, we have many common cultural as-
pects such as monsoons, rice culture, laurel forests area, and 
Buddhism.  Yet, the lifestyle and way of thinking of the peo-
ple in these nations are obviously different from each other.
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⑬個人を取り巻く文化とは、国家、地方、共同体といろいろなレベルがあります。人の肌に沁み、その中で育っていく文化は共同体レベルでしょう。 こにある文化とは、その文化に身を任せてしまえば、平安に一生を送るこ ができてしまいます。大学は、この様な生活空間にいる学生に刺激を与え、グローバル がすすむ世界へ踏み出す準備 させます。具体的には、多様な異文化に対応する柔軟性をもち、英語という共通言語を中心としながらも複数言語 ツールとする、いうなれば新人類 育てなければなりません。⑭生まれ育った文化を忘れ ことなく、自 の国の文化を誇りとし、併せて、国際感覚を えた新鋭を育てることが、これからの大学の使命の一つであります。その めには、異文化交流
⑬ Culture influences individuals at various levels, e.g. nation, 
region and community.  It is the community level culture that 
permeates into one's individual self and grows up within his 
life as well.  This culture, if one decides not to resist, provides 
a peaceful and harmless life.  But universities stimulate stu-
dents who live in such culture and make them prepare for an 
ever-globalizing world.  In particular, we must bring up indi-
viduals with the flexibility to deal with a diversity of different 
cultures and the ability to communicate in English, a common 
language in a practical sense, and also use some other lan-
guages as tools. In a word, we must bring up so-called new 
humans.
⑭ One mission of today's universities is to cultivate a new 
and powerful generation, who never forget their original 
culture, and take pride in their nation's culture while simulta-
neously being highly international-minded.  To put this into 




が欠かせません。⑮異文化との出会いは、ショックを与え、異質なるものへの理解と寛容、そして創造への力を育み、新たな知 創造へとつながります。十九世紀から二十世紀中葉 アメリカ合衆国は、一国にしてこのような環境が備わっており、雨後の竹の子のごとくに、新たな技術文明が開花ました。自動車、 飛行機、 電信電話、 コンピューターなど移動と情報で世界をリードしました。⑯現在、このような異文化環境は、移動の迅速化と情報の世界同時性のもとでは、複数 国にある大学が共働することにより作り出すことができます。
⑮ Encounters with different cultures are sometimes shocking, 
but they also provide us with understanding and tolerance of 
otherness and lead to the further creation of knowledge, as 
well as supply much energy to make something new.  From 
the 19th century to the mid-20th century, the United States 
had such an environment even though it was merely one na-
tion, and a new civilization of technology flourished like fresh 
bamboos shooting up after rain.  During this time, the US 
led the world in transportation and information through the 
production of automobiles, airplanes, telephone and telegraph, 
and computers.
⑯ Presently, in the world of rapid transportation and instant 
communication, a similar intercultural environment can be 





⑰本日ここに集う五大学は、互いに異なる文化社会を背景にしておりますが、誤解を恐れずに言えば、我々は、肌で感じて相互に理解できる範囲ある文化を共有しているとも言えます。このような中で、今後、大学間連携を密とすることにより、世界の一極をともに担う高等教育体系を作ることは可能であると信じております。⑱最後に、大学 遠い将来に思いをはせ、私個人の思いを述べさせていただきます。人は過酷な労働の必要もなく衣食住が満 されても、決 愛や遊び ような日々の営みだけ 満足することないものと日頃考えております。では、満足を見出すことができる対象とは何か。それは 知的活動・知の創造になるものと考えます
⑰ The members of our five universities in attendance today 
are from different cultural backgrounds, but, if I am not mis-
taken, we share cultures that all of us can mutually under-
stand and experience firsthand.  Therefore I have no doubt 
that we can build up a scheme of higher education playing a 
large part in the world through closer inter-university coop-
eration.
⑱ Lastly, I would like to make my personal comments on the 
long-term future of universities.  In my opinion, we, human 
beings are not fulfilled by just love, play or other daily activi-
ties, even when we are freed of hard labor and have enough 
food, clothing, and housing.  Then, what can really fulfill us? 











⑲ In such a world, I hope that universities are the places 
where many people get together and are fulfilled by the “suc-
cession and creation of knowledge.”  In that world, to be such 
places is truly “for the sake of society.”
⑳ It is my sincere wish that today's forum provides a good 
opportunity to confirm a leading mark that shows universities 
unchanged responsibility to exist “for the society” despite the 
changes of time





























































の「内在的価値」と言うことが出来るでしょう。 「知の継承・知の創造」の具体の活動が「教育・研究」であり、したがって大学は「教育・研究」という行為を通して、 「社会 ために存在する」ことになります。 「社会のため」 時代により異なりますが、百五十年前においても、 「より直接的な社会貢献」 、 いわば、 「手段的価値」が求められて たのは明 かであり、 今日に至るまで「内在的価値として 教育・研究」と「手段的価値としての教育・研究」におけるバランスが時代ごとの要請に基づき揺れ動きつつ発展してきたということができます。　
百五十年前から今日まで大学がたどった歴史を見ますと、今後もこれまでと類似した事象を繰








































究大学」 、 「東アジアの知の拠点」を推進 べく、本日を期して、留学生支援の め キャンペーン寄附募集を開始することを宣言させて頂き、挨拶 させていただきます。　




















大学は、 「社会のため」 に存在し、 その活動の中核は 「知の継承・知の創造」 にある。 「知の継承・
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知の創造」の具体の活動が「教育・研究」であり、したがって大学は「教育・研究」という行為を通して、 「社会のために存在する」ことになる。 「社会のため」は時代により異なるものであるが、百五十年前においても、 「より直接的な社会貢献」が求められていたのは明らかであり、今日に至るまで「内在的価値としての教育・研究」と 手段的価値として 教育・研究」とのバランスが時代ごとの要請に基づき揺れ動きつつ発展してきたということができる。　
二十一世紀、現在の日本において、 「社会のため」は、卒業後直ぐに社会に役立つ人材の養成、
より直接的に社会に役立つ研究・イノベーションにつながる研究へと大きく振れている。百五十年前から今日までの状況を考えると、今後もこれまでと類似した事象を繰り返しつつ大学は発展し、百五十年後においても大学は「内在的価値 と「手段 」の均衡 図 つつ存在するものと思われる。　
百五十年後の金沢大学について以下の展望を持ちた 。過酷な労働 必要もなく衣食住が満た
































の一人である子貢が植えて以来、植え継がれ、 「学問の木」 「大器晩成の木」として尊ばれております。日本に初めて移入されたのは 大正四
（一九一五）
年であり、初代林業試験場長の白澤保
美氏が孔林で採取した種から育苗し、その苗を大正十四年、閑谷学校・足利学校・湯島聖堂など、儒学の精神を学ぶ地に寄贈されまし 。ま 、楷樹の成木は、直角に枝別かれし 小葉が綺麗に
137
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マークの公募」に始まり 「 〝金沢大学発祥 地〟石碑 建立」 、 「
（八十件以上にわたる）
記念講演会・




































10大学を目指すこと」 、 「世界的な教育研究の拠点となること」 、 「次世代の優秀な人材を育成す













































個性化」が求められております。目標・計画の達成には、未来に可能性があることを信じ、未来の可能 を探る知力を総動員するこ が肝要であ ましょう。大学の基盤は人にあります。全ての教職員の参加はもちろんのことでありますが、その能力を最大限に発揮できるよう環境を整備することもまた、大切なことであり、これに向かって努力していく所存です。　
我が大学は「地域と世界に開かれた教育重視の研究大学」 、 「東アジアの地の拠点」を基軸とし


















































大協等様々な機関・団体が声明文の提出や要望活動を行いました。その中でも、昨年秋のパブリック・コメントへの大学教職員および学生による発信は、高等教育の危機を国に強く訴えるものでありました。その訴えを反映する形で、二十三年度の運営費交付金は前年度比０・５％減にとどまり、科学研究費は六百三十三億円の増となりま しかしながら、一般運営費交付金については、附属病院の有無等により各大学に１・０％、１・３％、あるいは１・６％の大学改革促進係数が課せられており、本学については１・３％、金額では一億四千五百万円が減額となります。それをカバーするのは科研費 間接経費であります。先程申しましたように 科研費は六百三十三億円の増であ ます。本学の従来の科研 獲得状況から考えますと、科研費増に伴う間接経費の増加分は、 丁度大学改革係数による一般運営費交付 減額分に相当 ます。今後 益々科研費の獲得が重要となります。この点を踏まえて、一層の緊張感を持ちながら運営に携わる所存でおります。　
今、求められていることは教職員一人一人が、大学と日本における高等教育との関わり 大学
148
と国家の未来との関わり、大学と世界との関わり等を大学の問題としてだけではなく、個々人の問題 して深く考え、 「自分達の大学は自分達で造る」との気概を持って、諸課題に取り組んでいくことです。このような教職員一人一人の姿勢が、金沢大学をより高みに上げる原動力となることと信じています。今年はリーディング 院構想やキャンパスアジア構想と、大学の国際化を後押しする政策が提案されています。これらの競争に、教職員一丸となってチャレンジする覚悟を、この日を期に新たにしています。　
本年四月からは、第二期中期目標・中期計画期間の二年目になります。振り返りますと、昨年











数は五百十一名となりました これも、教員と職員がともに目標に向かって努力された賜物と感謝しています。昨年十二月に開きました留学生懇談会は、例年 なく多様な留学生にあふれ、国際色豊かな懇談会でした。ここで感じた事は、時代の文化・文明を強く反映する大 という場では、異なる文化を背負っている人材のるつぼであることが、いかに組織の活性化を促すかことです。文明の交差点で新たな文明が生まれるとは 言い古されたことですが、再度実感したところです。今年十一月は、アジア学長フォーラム サテライト して アジア学生フォーラムを開催する予定です。韓国、中国、ベトナム、タイからの学長と留学生の会議ですが、これに加えてアジア大学職員フォーラムもどうだろうかと 思い描いてい ころで　
リージョナルセンターとしての大学として、地域 自治体との絆を、これまで以上に密に て
150
歩んでいくことを願っています。今年は、長年期待しておりました金沢美術工芸大学との連携協定を結び、互いに補い合う関係を築いていく第一歩となります。 た、附属病院は「日本の医療の要は大学である」との基本認識のもと、金沢大学方式 もいえる地域医療の在り方を金沢から発信し、リサーチ・マインド豊かな良医の育成に励んで頂きたく存じます。また、人々が健やかな時は健康で過ごせるよう、病める時は安心して任せられるよう 医療の提供を通して、地域に基本的医療 確約と先進的医療開発が加速されること、医療に直接・間接を問わず、関わりある全ての教職員に期待しています。　
今年三月で、早いもので学長の任について三年が過ぎます。四月からは、学長任期六年の後半
に入ります。これまでは、明日を目指して考えることが多く、明日を見据えた施策を打ってきした。大学は不安定な台座に乗った船のように、頼りなく感じることもありますが、そこは教職員諸氏の日々の奮闘により、大いに助けられています。まだまだ、先 見据えた施策を打って出なければ、この激動の時代に金沢 学は埋没して まうという危機意 を持って 次の三年間の営みを続ける覚悟でおります。後半三年の初年度にあたり 初心 忘れることなく、五つ 柱からなるビジョン、 「我が国ベスト


































な今こそ、変わるチャンスととらえています。大学はなによりもそこに働く人により支えられています。その一方を担う職員の皆さんには、是非、金沢大学の変革に自律的に参画して頂きたく存じます。そこで何よりも大切なことは 自分のポジショニングができるか否か あります。自分は何をな べきか こういうことに対して働ける、また働きたい。このようなポジショニングができる能力は、日々磨くものですが、一人ひとりの職員が自らを磨くならば、大学は大いに変わっていくことが期待できます。　
いまひとつ、不安定な時代、改革の時代にあっては、自らの意識を前例から解放することが必













































期の最終年度は今から九年後です。大学はミッションに沿う目標を立て、九年後に向け今から確かな運営をしなければなりません。大学はなによりもそこ 働く人により支えられています。皆さんには、是非、金沢大学の改革に自律的に参画して下さい。十年後を見据えて参画して下さい。自らの職責に誇りを持ち、自ら 責務を 覚し 自律的に考え、判断し、行動できる能力が今ほど求め れている時はありません。皆さん一人ひとりの真摯な努力を切に願ってお ます。　
本年の大きな事業について少しだけ申し上げます。四月には、博士課程リーディングプログラ






これをもって、今から二十九年前、一九八四年に始まる金沢大学総合移転・再開発の当初計画は完了します。しかしなが これで完了と、現状に安住す 訳にはいきません。次の百五十年に向かって、大学のインフラ整備に一層の努力が必要でありま 。　
私は学長就任以来、五つの柱からなるビジョン、 「我が国ベスト
10大学を目指すこと」 、 「世界





と学術研究の発展に大きく寄与してきた金沢大学の一員であることを誇りとし、あまた横たわる諸課題に、本年も果敢 挑戦して下さ ものと、 いに期待しております。　
学長任期も最後の一年となります。これまで傾注してきた施策、展開した事業等を次の世代へ
























そこでは沈下した地盤のかさ上げの大規模な工事が進行しており、たたずむ私には、これは従来の復旧・復興ではなく、 そこに新しい文明の胎動を感じま た。今年こそ、 私たち一人一人に、 「楽しきをつめ」とあるような年になりますようにと願っ おります。　
昨年から、政府は、デフレからの早期脱却と経済再生を最優先課題とし、そのためのシナリオ
である「日本再生戦略 を策定し、三本の矢を強力に推し進めています。そこでは、人材力の強化や科学技術イノベーションの推進役として、国立大学改革・機能強化を位置付けています。これは、国立大学に対する国民や社会の強い期待の表れであり、我々金沢大学 身を置く全ての職員は、期待に応えるべく、大学改革 推進する決意を新た しなければなりません　
政府は、平成二十五年度からの三年間を国立 学の改革加速期間と位置づけ、選択と集中によ





見ますと、国立大学の機能強化に重点を置く内容となっ おります。新たな経費として、学長のリーダーシップの下、国立大学改革プランの実行などに重点的に活用 る特別枠や年俸制の本格導入に必要な経費が措置されており、政策課題に対応した大学改革の加速が求められています。また、国際化の強化に向け「スーパーグ ーバル大学事業」が新たに設けられまし 三十大学を選定し 「グローバル化と研究力強化を重点的に支援する」としています。上海交通大学 タイムズなどの世界ランキングにおいてしかるべく評価されてい 本学は 必ず選定され よう力を尽くさねばなりません。　
国立大学改革の一環として、昨年夏には教員養成、工学、医学の三分野のミッションの再定義




卒業生を送り出します。これで、六年前に移行した学域学類制は一旦の完成をみます。自学自習と経過選択性により、自立した有為な人材の育成を目指し発足した学域学類制は、教育研究組織のユニークかつ先進的な改革モデル事例として多くの大学から注目されています。その評価は学域・学類卒業生の社会での活躍にかかっており、この数年は金沢大 の将来における教育評価がなされる上で、極めて大切な年月となります。そのため も、更なる改革を めらっている余裕はありません。　
一昨年五月、私は金沢大学基金「創基百五十年記念留学生支援キャンペーン寄附募集」を宣言


















ない努力と積極的な大学運営への参加の賜物と感謝しております。国立大学は、その機能により峻別されるという、かつてない激動 時代を迎えています。このような時代だからこ 、今一度心新たに、 六年前の学長就任時に掲げた五つ 柱からなるビジョン、 十五年先の金沢大学の姿、 「わが国ベスト
10大学を目指すこと」 、 「世界的な教育研究の拠点となること」 、 「次世代の優秀な人材























的な生き方の創造、世界観の形成」を求めると共に、 「人々が織り成す和」ということにも思いをめぐらせて欲しい、 と私は願っています。そのために、 広く深く学び、 思索し成長してください。　
古代ギリシャの人で「医学の父」とされるヒポクラテスは次の警句を残しています。
V




これは、 二千数百年の時を超え、 今なお、 学びの庭に踏み入れた皆さんに真理 伝える言葉です。
　
皆さんは、まさに工業文明の大転換期という激動の時代の中にいます。それ故 未来への新た
な課題を解決 ていく主役であり、新たな発想に基づく新生・金沢大学のフロンティアの担い手であります。 「学域学類制」の理念が掲げる学際的創造的な教育研究の場は、地域に、我が国に、そして世界にとり、大きな価値を生む場となるはずです。皆さん一人ひとりが、 主役たらんとして切磋琢磨することを切に願っています。　
伝統と文化の香り高い学の都・金沢で、 一人ひとりがレゾンデートルを見出し、 個性を磨き、 「地


































































金沢での近代医学教育が、種痘の接種技術、痘苗の分苗・保存についての教育や種痘医の資格認定から始まったことを物語っています。全世界津々浦々への種痘の普及によって、人類最大 災厄とされた天然痘は、地球上から根絶されました。一九七七年十月二十六日、アフリカのソマリアに発生した患者を最後に、天然痘は終熄しました。ＷＨＯはその後も 年間にわたり、念入りな監視を行って根絶を確かめ、ついに、一九八〇年五月五日、 「天然痘根絶宣言」を発したのであります。　
全ての病を遍く癒やすことは、医学の究極の目標であり、医学者が理想とするところでありま
す。医学部・医学類におかれましては、種痘所設立に関わった蘭方医黒川良安とその門下生達の心にあったに相違ない、 「人命を救わんとする強い願いと未だ不確かな治療法に対する恐れなき挑戦」 、このことを胸に刻み、つぎの百五十年の間にも、これまで以上に新しい発見・発明を み、一つでも多くの病気の根絶に寄与されることを大いに期待すると ろであり す　
創立百五十周年の記念すべき今年、医学類の総合研究棟二期工事が着工の運びとなりました。





























































金沢大学は、 平成十六年の法人化に際し、 金沢大学憲章を定め、 その前文で、 「社会のための大学」
とは何かを問い、 社会貢献においては「高度先端医療の発展 普及に努める」と謳っております。これを具現化するため、昨年四月の学長就任にあたり、 「宝町・鶴間キャンパスを北陸圏医療ゾーンの中核としてとらえ、 北陸の行政 機関 の連携を密 し、 先端医療の開発、 医療人の養成、安全安心な医療の提供など 、リーダー的役割をさらに果たす」との決意を表明いたしました。本日、新外来診療棟 竣工をもって、新たな金沢大学附属病院が完成しましたことは、大 とて目指すところの基盤が出来上がり、 の め 大学に、また一歩近づいたものと、確信いたします。　
医療の現場は、量と質という課題を抱えています。量的課題としては、地域の方々に優れた医




附属病院においては国の指定する先進医療として、 「脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘手術」 、 「内視鏡下手術ロボット支援」など十五件が認可され、我が国の医療レベルの向上に大いに貢献しています。このように金沢大学附属病院は、次世代を担う医療人 育成と臨床医学の発展に大いに貢献し、北陸圏医療ゾーンの中核として寄与してきました。また、今後も一層の努力をしていかなければなりません。これらを大学と附属病院に課された使命として心に刻み、新たな金沢 学附属病院の運営に当たる所存でおります。　
先程申し上げましたように金沢大学は、昨年度から教育組織を学域学類制と新たにし、伝統を






















































進歩によって、胃がん・大腸がんを始めとした多くのがんにおい 、予後の顕著な改善が認められています。しかし その一方で、いまだに多くのがん患者さんが、 「転移」 「薬剤耐性」という、いわゆる「がんの悪性進展」が起きる結果、命を落とされているという厳し 現実があります。即ち、 「がんの悪性進展」の阻止が「 ん」撲滅の重要な課題となっているわけです。そのような中、最近十年間 がん研究の進展にともない、すべてのがん細胞 ルーツとも言え 「 ん幹細胞」及びがん組織の「 微小環境 、このような「がんの悪性進展」過程に密接に関与していることが明らかとなりつつあります。　
以上のようながん研究の進歩を踏まえ、本研究所におきましては、 「がん幹細胞」及び「がん



























































































































If you live each day as if it w
as your last, som
eday, you'll m
ost certainly be right. 」









































































































意義深いものがあります。それは、いま世界が能登の里山や里海に注目しているからです。昨年九月、金沢大学が事務局となって、石川県、国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット、そして北能登の二市二町が協力して、 「能登エコ・スタジアム二〇〇八」という環境イベントを開催しました。このイベントの一環 して、生物多様性国際条約事務局、これはカナダのモントリオールに本部がありま が、事務局長のアハメド・ジョグラフ氏を能登 お招きしました。　
ジョグラフ氏は、輪島市の千枚田や金蔵、能登町の「春蘭 里」 、珠洲市の粟津のビオトープ






























不況が起きました。百年に一度とも言われ 未曾有の経済危機は、企業の農業へ 参入の大きな流れを作りつつあります。能登もそ 例外ではありません。そ ような中で、私が皆さんに期待するのは、二十一世紀型農業、二十一世紀型里山や里海の構築であります。能登の自然・伝統農作物・伝統文化等、豊か 地域資源を基 、皆さん 独自 発想と大学の科学的 手法で、ぜひ新しい認識、思考、価値観を創出して頂きたく思います。　
一カ月前、皆さんの先輩にあたる一期生十人がここを巣立ちました。中には 電子工場を辞め
て、能登の土地に合う野菜づく や山菜の栽培をしたいと夢を持って就農した輪島の男性がいます。七尾市から通った男性は「能登野菜」のブランド化 研究し、自ら 企業 農業参入に大き
207
10　「能登里山マイスター」養成プログラム　「能登里山里海マイスター」育成プログラム入講式・修了式式辞
な役割を果たしています。また、金沢から通った男性は、能登に自生するサカキを商品として金沢に出荷させ、流通させるルートの開拓に努めまし 。いまでは能登の二つの農業協同組合が動き出し、近い将来 能登はサカキの出荷産地 なるかもしれません。夢が現実に向けて動き出したと 、それは未来への希望となります。皆さんの先輩はそれを実践して見せてくれました。　
三期生の中には東京や名古屋、岐阜、富山から能登に移住して学ぼうという方々もいます。ま

















市の「里山里海塾」 、能登町 「ふるさと未来塾」とも連携しており、これまでにない形で、地域と大学の密接なネットワークを築いてきました。修了生の皆さんは、このような新た 試みがつまったプログラムが初めて輩出する、大切な人材であります。授業の内容も、従来の環境に配慮した農林水産業をベースとした地域活性化だけにとどまらず、能登を世界に発信するワークショップを開くなど、能登に新たな時代を開こうとするカリキュラムが工夫されています。一年間に凝縮された新しいカリキュラムで、皆さんは月二回の土曜日、この学舎で能登の里山里海をどのように活かしてゆくべきかについて、多彩な講師陣から指導を受けながら、熱心 議論を重ねてこられました。その集 成として、自らの研究課題をま め上げ、今日という日を迎えられました。　
入講式の日に抱いた夢と希望を振り返り、この一年で自分自身がどう変わったか、今一度思い
起こしてみてください。どのように変わられたかは、皆さんがまとめ上げた課題研究か も垣間見えます。例えば、能登で送った幼い日々を振り返りつ 、里山里海を遊びの場とした能登の遊び文化を根気よく拾い上げ、こ を里山里海 活性化につなげようとする試みがありま 。ま
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席のもと、 「能登里山里海マイスター」育成プログラム第二期入講式を挙行できますこと、誠に慶賀に存じます。また、本プログラムの運営 ご尽力いただいております、石川県をはじめ する連携自治体各位には、改めてお礼を申し上げます。　
金沢大学は、社会貢献の一環として、こ 能登の地で、種々の事業にとりくんでおります。
二〇〇七年には、能登半島における地域再生を担う 材を養成する目的で、科学技術振興機構の地域再生人材創出拠点の形成事業 よ 「能登里山マイスター」養成プログラムをスタートさせました。五年間の事業をとおして、六十二名の「能登里山マイスター」が育ち、十二名の方々が
212




























会があります。このブランカッチ礼拝堂は、 皆さんもご承知の通り、 「ルネサンス絵画のアトリエ」と言われている ころです。ほんの十人も入れば窮屈なほど小さな礼拝堂ですが、そこに立ってマザッチョ 壁画を目の前に るたびに、ボッテ チェッリ、ダ・ヴィンチ ミケランジェロ、ラファエ ロもまたここに立ってデッサンの練習に励んだ姿が想像され、感激のあまり、時の経つのも忘れるほどです。　
マザッチョが先輩のマゾリーノとともに壁画制作に向かったのは二十三歳でしたから、まさに























生への新たな決意を固めていることと思います。教員の温かい言葉・厳しい言葉、友との出会い・別れ、サークル活動での興奮・落胆、日々の生活での喜び・悲しみ、そういった事柄を思い起こし、それらが己を動かす原 力であることを認識し、人生のこよなき宝物として大切にして下さい。「大学と社会」 、 「芸術と社会」は、互 に関わり合 ながら時代とともに変貌を遂げてきていま
218




無く、生きる上で過酷な労働の必要もない世界では、人は人間であることをやめて動物性に戻るだろう」と述べています。しかし、芸術は、 「人が人間のままでとどまっていられる」力を持っているのではないでしょうか。皆さん これから、そ ような価値の創造に参加するわけです。　
現下の世界は一昨年九月十五日のリーマン・ブラザーズの破綻を契機として一気に進行した世
























































































































くつになっても懐かしい「学生時代」となることでしょう。そうした実感は、今の皆さんにはないでしょうが、私 そうですが、学生時代がは か遠くなってしまった者たちにとっては、 「すばらしいあの頃、学生時代」であります。　
しかしながら、学生時代は、皆さんの個人的な思い出だけで埋まっているわけではありません。
ここ数年間の日本や世界の出来事の記憶は、皆さんがどのように学生時代を生きたにしろ、皆さん共通の風景として存在し、絵筆を持って勝手に描き直すこ できないのです の風景の一角には、暗く鮮烈な色調 塗られた 東北地方太平洋沖地震と津波、それに続く福島第一原発の事故や、関越自動車道高速ツアーバスの悲惨な事故が 一方には、明るく胸躍る色調で塗られた風景があります。た えば、日本選手 活躍に一喜一憂したロンドン・オリンピック、あるいは、世界中 自慢したくなるような東京スカイツリーの完成、山中伸弥教授のノーベル賞受賞などなど 好むと好まざるとにかかわらず、こ 時代を生きた私たち日本人の心に深く刻まれています。　　
私の専門は医学細菌学です。同じ医学を専門とする者として、山中伸弥教授のｉＰＳ細胞の研




無限の可能性」を信じるための科学的根拠が、昨年の山中伸弥教授のノー 賞受賞で確かなものとなったのだと考えて頂き く思 ます。　
世界に飛び出してみれば、金沢で暮らし、金沢美術工芸大学で学んだことが、何よりも皆さん





























木工、金工、漆、蒔絵、染色、螺鈿などの高度な工芸技法が結集されており、光悦は幼い頃から多彩な 芸技術が相互に引き立て合いながら奏でるハーモニーのすばらしさを目の当たりにしながら育ったと思われます。皆さんが学 だ金沢美術工芸大学もまた、日本画、油絵 彫刻、工芸、デザインなどの多彩な専攻で構成 れる表現世界であり、どこに所属して学んでも、異なる専攻と影響し合い がら創作に取り組んで たという点では、光悦の育った環境と同じ はなかったでしょうか。　
光悦の作品が放つ魅力は「軽妙な遊び心」にあると言われますが、それを支えているのが多彩
な表現の交響曲であると、私は思います。本阿弥光悦 近代的芸術家は、いわゆる「孤高の芸術家」というレッテルの対極にあり、最近では「日本最初のアートディ クタ 」とも称され
231
11　金沢美術工芸大学卒業式・金沢美術工芸大学大学院修了式祝辞
ているようです。代表作「鶴下絵三十六歌仙巻」は俵屋宗達の描く無数の鶴の絵を背景に三十六歌仙の和歌を光悦が自在に散らし書きした傑作ですが、私の目から見ても、そこには宗達の絵が奏でるメロディーと光悦の書が奏でるメロディーが相互に絡み合って無類のハーモニーが生まれています。絵画と書が渾然一体となっているということは、それぞれがそれぞれに互い 命かそうとすることで、新たな命の輝きを生み出して るということです。これは最近はやり コラボレーションとは、本質的に違う次元の創作、表現のような気がします。　
あらゆる分野で専門化と多様化が進む現代において、一つのジャンルは無数の異なったジャン

























代しました。また、ヨーロッパではユーロ危機が発生し、中東・北アフリカにおいてはインターネットを介 情報の発信と共有により、民衆の行動が引っ張る形で市民革命が起きました。総じて言うならば、昭和が平成となり、東西冷戦を終結に導いたベルリンの壁が崩壊した二十五年前、一九八九年を想起させる 極めて劇的な変化の時代と言うことができるでありましょう。学生時代がいかなる時代であったかに耳を澄まし、 現在 深く知り、 認識することにより自らの「立ち位置」を見 だし、未来を創る共同作業に参画 てください。　
二十一世紀の今、人類は資源・エネルギー、食糧、人口、気候変動、環境、地球温暖化など、


























































した。今なお世界的に拡大しております。我が国では、皆さん良く御存知のように、新型インフルエンザ感染防止のため マスク着用が日常的に広く行われています。 一部外国のメディアは 「マスクに手洗い、日本は偏執狂」と書いたそうです。しかし、 「呼吸器感染症流行時にマスク」 、それは日本の文化でありましょう。さらに、勤勉な国民性により 疫学的に貴重なデータが収集されました。これも日本の文化でありましょう。これ は今後の新型感染症対策に極めて有益 ある筈です。　
このことは我々に、文化の多様性がグローバルな問題の解決の糸口となることを教えているの


































































































































づいているのでしょう。二〇二〇年東京五輪には世界中 々が日本そして北陸にも訪れます。まさに日本文化を発信するには絶好の機会と ります。本日表彰された方々は元より 我々も本人として胸を張って日本文化を発信していきたいものです。　
本日受賞された皆様はまさに学術・地域文化創造の中心を担っておられる方々であります。素




















年の時に、高峰賞をいただきました。当時の副賞は腕時計でしたが、この時計は修理しつつ、今なお私 腕の上で時を刻み続けています 困難に会うたびに、高校時代の若き胸に刻まれた志を思い出し、自ら 道を励んできました。　
人は成長するにつれ 一人になって、主体的に物事を考えていくように育っていきます。あな
































十六学類」 の実質化とともに、 研究領域における 「強み」 を更に伸ばし、 「研究の拠点化」
を図り、そしてその とにより萌芽的研究も支援・強化し、研究全体 浮揚を目指します。また、「教育重視の研究大学」 として、 優秀な教職員の確保と、 その資質の向上を目指した研鑽により、 「教育研究の質の向上」と、それに基づく「より質の高い学生・研究者の輩出」という「正のスパイラル」を築いていきます。
256
　
この目的に向かって、私は五つの柱からなるビジョンを掲げました。それは、 「我が国ベスト10大学を目指すこと」 、 「次世代の優秀な人材を育成すること」 、 「世界的な教育研究の拠点となる





























































































教授を経て 98（平成 10）年に医学部長、2002 年副学長
（研究・環境担当）を歴任。法人化した 04 年には理事（財
務担当）・副学長。05 年からは理事（病院担当）・副学
長を務め、08 年に学長就任（任期 6 年）。専門分野は医
学細菌学、クロストリジウム学。

